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要旨
本研究の目的は、（公財）京都市埋蔵文化財研究所にて整備された「平安京跡データベース」をもとに、
平安京跡を誰もがいつでも学べる・閲覧できるWeb上のプラットフォーム構築を目指すにあたってのデータ
の検証や可視化を行った上で課題を明らかにすることである。具体的に、この「平安京跡データベース」
の内容を整理して、書誌情報について検証を行い、登録されている情報の位置情報に基づいてGISを
用いて発掘調査地点の可視化を行う。これらの過程においてデータベースの問題点を指摘・検証し、今
後の利活用を展望した。

abstract
The purpose of this study is to verify and visualize the data and to clarify the issues in the 

construction of a web-based platform where anyone can learn about and view the Heian-kyo site at any 
time, based on the “Heian-kyo Site Database” created by the staff of the Kyoto City Archaeological 
Research Institute. Specifically, we will organize the contents of the “Heian-kyo Site Database”, verify the 
bibliographic information, and visualize the excavation sites using GIS based on the location information of 
the registered information. In these processes, we pointed out and verified the problems of the database and 
future prospects will be discussed.

はじめに

発掘調査が高度経済成長期に急激に増加したこ
とで、発掘調査の整理とそれを活用した研究が追
い付かなくなり、考古学研究において重要な資料を
網羅的に探すことが困難になった。その状況の1つ
の突破口として、情報の整理や共有化を目的とした
データベース構築が行われている（及川2004）。現
在の考古学や文化財に関するデータベースは行
政、研究機関、各研究者などによって作成されて
いる。それらが対象とする地域、主題はさまざまで
あり、その中には、Web上で誰もが検索可能なもの
から、研究者が独自で使用可能なものまで多様で
ある。最近では、オープンデータやオープンサイエ

ンスの機運が高まり、データベース構築という形だけ
のものではなく、Web上で閲覧、利用できるものも
増えつつある（例えば、奈良女子大学古代学学術
センターによる奈良盆地歴史地理データベース内の
前方後円墳データベース  1）や各自治体による遺跡
地図  2）など）。
本研究では、そのようなデータベースの1つであ

る「平安京跡データベース」について概要を紹介し、
登録されている情報の内容の検証と考察、可視化
を行い、課題を明らかにした上で、今後の利活用
の展望を述べる。
このデータベースは（公財）京都市埋蔵文化財研
究所（作成時）の永田信一氏が作成したもので、
平安京跡の調査実績と成果、調査研究を取り巻く
保護体制、普及活動などを時間経過に沿って整理
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し、過去の平安京跡発掘調査を総括し、今後の平
安京跡の調査・研究に生かすという目的のもとで作
成されたものである。平安京跡の調査実績と成果、
調査研究を取り巻く保護体制、普及啓発活動など
を書誌情報をもとにExcel上でまとめられている。永
田（2002）は、過去の平安京跡に関する研究や書
誌、調査を集成し、その成果を「平安京跡発掘史
（1）」として京都市埋蔵文化財研究所の『研究紀
要』で発表している。永田はそこで、京都府下の
現場調査体制の枠組みが確立される以前の1980

年までをまとめており、1981年以後のものは後に改
めて記すとされていたが、平安京跡の発掘史の集
成が膨大なものとなり、発刊書においてまとめること
は不可能と判断され、永田氏の退職もあり、2018年
に一度集成を中断し、データベースの公開にも至ら
なかった。その後、同じく2018年に永田氏と京都市
生涯学習総合センター（京都アスニー）の長宗繁
一氏が筆者らにこの集成した「平安京跡データベー
ス」の公開と活用を依頼した。そこで、本プロジェ
クトをアート・リサーチセンター（ARC）と歴史都市
防災研究所の研究プロジェクトとしてスタートさせ、
現在、このデータベースの情報をGISを用いて整理
し、研究や情報発信のプラットフォームを構築し、公
開する計画である。
また、これまでARCと歴史都市防災研究所では、
京都市生涯学習総合センターと共同で『平安京
オーバーレイマップ』 3）を作成している（矢野ら2016）。
『平安京オーバーレイマップ』では、京都市が作成
した約1500点のいしぶみ情報に加え、約150点の
発掘調査地点の場所が点データとしてプロットされ
ており、（公財）京都市埋蔵文化財研究所のWebサ
イト上で公開されている資料へのリンクを貼ってい
る。この発掘調査地点のデータは、（公財）京都市
埋蔵文化財研究所が発掘調査したうえで報告書と
して刊行したものをデジタル化し、PDFとして公開
しているものが登録されており、他機関の調査など
の情報は含まれていない。そして、長宗氏はこのよ
うなデジタルデータをもとに「誰もが、いつでも、ど
こでも、学びたいときに学べる」プラットフォーム作成
の重要性を唱え、報告書に掲載されている調査平
面図をGoogle Earth Pro上などで閲覧できるように
図面をGoogle Earthで閲覧可能なKMLファイルな

どのデータ形式にて作成を続けている（長宗
2019）。
本研究では、プラットフォームの構築に向けて「平
安京跡データベース」の情報を用いるために、この
データベースに登録されている書誌情報について
検証を行い、検証を踏まえて登録されている情報の
可視化を行い、課題を明らかにした上でこのデータ
ベースの今後の活用と展望について考察する。ま
た、可視化の際に、発掘調査の情報を考古学の視
点だけでなく、別の視点からも捉えることができるこ
とを示し、この「平安京跡データベース」の社会の
中での活用の可能性についても考察する。

1　「平安京跡データベース」の概要

「平安京跡データベース」には、平安京跡におい
て過去に行われた発掘調査の情報を集成しただけ
でなく、平安京跡と社会状況の関係がどのように変
化されてきたかにも着目して、資料を収集しており、
発掘調査情報だけでなく、埋蔵文化財行政に関す
る資料や、普及啓発（展示や講座）の情報も登録
されている。データベースには、項目として、「カー
ド番号」、「内容」、「報告名・資料名」、「出典」、
「発行機関名」、「期日」、「西暦」、「所在地」、「所
在地情報」、「発表者」、「調査法」、「条坊名・施
設名」、「形態分類」、「内容分類」、「種別分類」、
「市埋文研番号」、「市埋文研記号」、などが登録
されている。
「内容」には、例えば発掘についての情報であ
れば、検出遺構や出土品についての情報が文章に
て簡潔にまとめられている。具体的には、「平安時
代中期末から後期の井戸、土壙を検出する。」、「近
世の遺物包含層を検出。」といったようなものが登録
されており、平安時代にとどまらず、平安京跡内で
行われた発掘調査における成果が、時期区分とと
もに遺構や出土品に基づいて記されている。中に
は、この発掘における「成果は画期的」である、研
究史の中で「最初に指摘」したといったような、発
掘の事実だけを淡 と々記述しているだけでなく、そ
の発掘による考古学上の成果や、集成者自身が内
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容を要約した上で、評価を記述しているものもある。
この点が他の考古学や遺跡のデータベースと比較
した際の、「平安京跡データベース」の特徴の1つ
である。
データベースの構成を、正規化（表記揺れを修
正）し整理した「形態分類」と「種別分類」を用い
て表1に記した。様 な々形態・種別のものが網羅さ
れているのが分かるが、中でも最も多いのが、発
掘調査報告書のような「調査」を「報告書」の媒体
で記したものである。「調査」だけでなく、「普及啓
発」や「研究」に関するものも一定数登録されてい
る。また、「西暦」の情報を用いて、データ数の推
移を図1に示した。「西暦」は、発掘調査や研究が
行われた年や、刊行された書誌の発行年が登録さ
れている。「西暦」に登録されている情報の中で最
も古い情報は1732年、つまり江戸時代のものであ
り、当時の好古家が行っていた瓦集成についての
情報であった。最新のものは2017年のものである。
戦後、1950年の文化財保護法成立より埋蔵文化
財体制が徐 に々成立し、発掘数も増加し、1970年
代には平安京跡が埋蔵文化財包蔵地として記され
た遺跡地図が出版され、また全国的な発掘調査増
加もあり、件数は爆発的に増えている。2000年以
降のデータ数は少ないのは、集成が一部止まってい

るからだと思われる。
また、登録されている「発行機関名」は計153機
関・施設であった。（公財）京都市埋蔵文化財研究
所をはじめとする京都市・京都府内の機関や財団
だけでなく、民間企業や、大学の機関・組織、研
究会、研究所など様 な々機関が登録されている。
京都府は遺跡地図をインターネット上  4）に公開して

いるものの（中居2019）、これまで平安京跡におけ
る過去の発掘情報を網羅的に知る手段は少なかっ
た。遺跡地図は埋蔵文化財行政として埋蔵文化財
包蔵地を周知させる目的で作成・公開されているも
のであり、平安京跡は1つの大きな包蔵地として記
されているのみで、各地点での様相は遺跡地図だ
けでは不明確である。なお、烏丸町遺跡や唐橋遺
跡といった平安時代より古い時代の遺跡が平安京
跡上にある場合や、西寺跡や西市跡のような特筆
すべき遺跡は平安京跡とは別に登録されている。
また、文化遺産オンライン  5）や国指定文化財等
データベース  6）にも、国の史跡に指定されている内
裏跡や朝堂院跡、豊楽院跡が登録されており、閲
覧できるが限定的である。このように、これまでの
データベースでは、平安京跡について断片的な情
報しか閲覧することができないことが多い。この「平
安京跡データベース」は、平安京内で行われた発
掘調査に関して、あらゆる地点・調査法のものが集
成しており、平安京を知る上での発掘調査一覧を
すべて網羅できる可能性がある。

2「平安京跡データベース」の書誌数の検証

「平安京跡データベース」に登録されている情報

表1　「平安京跡データベース」内の構成

種別分類

形
態
分
類

研究 行政 調査 普及啓発 報告 総計

報告書 152 241 7,487 484 1 8,365

報告 2 3 3 6 0 14

年報 2 6 0 0 0 8

単行本 141 82 31 120 0 374

新聞・普及系 0 20 1 57 0 78

資料・図録 23 26 2 88 1 140

雑誌 232 86 74 168 0 560

冊子 17 115 2 275 0 409

その他 2 8 0 6 0 16

総計 571 587 7,600 1,204 2 9,964

単位：件
注： 種別分類は、調査や研究、普及啓発など、登録されている情
報がどのような種類・ジャンルのものなのかを分類しているもので
ある。形態分類は、報告書や雑誌などの情報の発信された媒
体の形態を分類しているものである。例えば、とある発掘調査
報告書に基づく発掘調査の成果についての情報の場合は、種
別分類「調査」・形態分類「報告書」である。例えば、この表
から、平安京跡に関わる展示や講座などの「普及啓発」の情報
は、報告書内に記されていることが多いが、冊子や雑誌の形態
で発信されているものも一定数登録されていることなどがわかる。

図1　「平安京跡データベース」の年代毎の登録情報数
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の内容を検証するために、新しく独自に平安京跡内
で行われた発掘調査に関する書誌一覧を作成し
た。ここでは、CiNii Booksや『全国遺跡報告総
覧』 7）にて、キーワード検索を行って、平安京跡に関
する発掘調査書誌情報を収集した。『全国遺跡報
告総覧』は、独立行政法人国立文化財機構奈良
文化財研究所が運用する発掘調査報告書のイン
デックスであり、全国の発掘調査報告書の書誌情報
が数多く登録されている。しかし、すべての発掘
調査報告書が現時点で登録されているわけではな
いため、CiNii Booksでも報告書を収集し、不足分
を補った。また、概要や概報など、様 な々書名を刊
行している（公財）京都市埋蔵文化財研究所や（公
財）京都府埋蔵文化財調査研究センターについて
は、それぞれのWebサイト 8）にて刊行物がまとめら
れていたため、それらの情報も参考にした。以上
の方法によって、平安京に関する合計432件の書
誌一覧を独自に作成した。収集した書誌の刊行年
に関しては、比較する「平安京跡データベース」に
合わせた2016年までを対象としている。収集でき
た書誌のうち刊行年が最も古いものは1974年のも
のであった。「平安京跡データベース」の中からも、
発掘調査に関する書誌一覧を作成するため、登録
されている種別列が「調査」のものの書誌情報を抽
出し、重複を削除し、計584件の書誌一覧を作成し
た。
この独自作成した書誌一覧と「平安京跡データ
ベース」内の調査に関する書誌一覧を比較し、一
致するものを特定した。上記の方法で求めた「平
安京跡データベース」内の書誌一覧と独自で作成し
た書誌数の2つを比較し、一致した書誌数を発行
年の時系列で図2に示した。1999年以前までは、
独自で作成した書誌一覧のものはほぼ「平安京跡
データベース」に登録されていることが分かる。し
かし、2000年以後については、登録されていない
ものが多くなっている。この傾向は増え続ける発掘
調査報告書などを整理しきれなくなった状態とともに
登録の停滞を示していると考えられる。独自に作成
した書誌一覧は1974年が最も古い書誌であったの
に対し、「平安京跡データベース」では、それよりも
古い書誌を網羅していることがわかる。これは、
1970年代ごろまでは『古代文化』や『古代学研究』

などの学術雑誌に発掘調査が報告されることがあ
り、それら雑誌を今回の独自の書誌一覧作成方法
では捉えられていなかったことに起因する。
『古代文化』などの雑誌で紹介されていた（公
財）古代学協会の発掘調査については、のちに雑
誌から調査報告という形態の書誌で紹介されるよう
になり、調査報告の方は今回の独自の書誌一覧作
成方法でも捉えることができていた  9）。1970年代は、
特に「平安京跡データベース」の書誌数が多い。こ
れは高度経済成長期で、かつ平安博物館開館
（1968年）、文化観光局に文化財保護課誕生（1970

年）、平安京跡が記載された京都市遺跡地図出版
（1972年）、京都市文化観光資源調査会設立
（1972年）、平安京調査会発足（1973年）、（公財）
京都市埋蔵文化財研究所設立（1976年）など、平
安京跡における発掘調査基盤が成立する時期であ
り、発掘調査数自体の増加が考えられ、発掘調査
に関する書誌数も増加したと考えられる。

1980年代になると、「平安京跡データベース」の
書誌数が大幅に激減している。これは先述のこの
データベースを作成した永田氏が「平安京跡発掘史
（1）」において1980年までをまとめているが、この
発掘史（1）作成へ向けて多大な労力をかけて書
誌を収集した結果と推測される。また、1980年代
以降は、（公財）京都市埋蔵文化財研究所が発行
している『埋蔵文化財調査概要』など、複数の発
掘調査を1つの書誌でまとめて報告している事例が
増えるが、1970年代は、1つの発掘調査に対して
1つの書誌での報告という形がとられることが多い
ため、1970年代の書誌数が膨大なものとなり、1980
年からは減少したと考えられる。また、（財）京都市
埋蔵文化財研究所などの平安京発掘における基

図2　 比較による「平安京跡データベース」に登録されている書誌数
の検証
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幹組織の誕生により、平安京の調査組織の統一化
が図られたことも、書誌数の減少につながったとい
える。
以上のように、登録された書誌数の検証をおこ

なった。書誌によっては、複数の発掘調査をまとめ
て1冊の報告書でまとめているものもあり、ここで求
めた値は発掘調査数と直接結びつかないことには
注意が必要である。

3 「平安京跡データベース」の可視化

本章では、「平安京跡データベース」に登録され
ている情報をGIS 10）を用いて地図上で可視化する。
地図上で可視化することで、位置をもとにして登録
されている情報の把握を試み、地図上で見ることに
よるこの「平安京跡データベース」の活用可能性を
探っていく。ここでは平安京跡と社会状況との関係

を見ることができる可能性があることを指摘するが、
ここでの結果が考古学における平安京跡の分析と
は直接的に繋がらないことは先に明記しておく。こ
こでは、位置情報取得のためにデータベースの「所
在地」のデータを用いた。「所在地」には、発掘地
点などの住所情報が登録されており、これを正規化
し、ジオコーディングを行った。すべてのデータにつ
いて精確な住所が登録されているわけではなく、町
丁目・字名まで一致した座標を取得できたものは、
6,448件であり、地番・番地まで一致したものは5,008

件であった。町丁目・字名以上の一致で取得でき
た座標をもとに、GISを用いて描写したのが図3で
ある。やや空間的な偏りがありつつも、隈なく発掘
調査が行われていることが分かる。ちなみに座標を
取得できなかったものも含め、多くのデータは試掘・
立会調査によるものである。
発掘調査には、工事により遺跡が破壊される場
合に実施する本格的な発掘調査以外にも複数の調
査法がある。試掘調査は、遺跡の有無や残存状況

図3　発掘調査地点の分布
鉄道路線については、国土交通省「国土数値情報ダウンロードサービス」の鉄道データを用いている（以下、図5～ 8も同様）。
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の確認、開発事業との調整、記録保存のための発
掘調査の範囲及び調査に要する期間や経費等の
算定のために行う調査である。また立会調査は、ガ
ス管敷設等の線掘り工事や遺跡に与える影響の小
さな小規模工事について、工事の掘削の際に調査
員が立ち会う調査である 11）。その比率を図4に示し
た。本格的な発掘調査は約16％であり、約70％の
立会調査が多くを占めている。近年の本格的な発
掘調査と試掘・立会調査を比較すると、報告書に
よって報告されるという点は同じであるが、調査内
容や報告書での記述に大きな差があり、試掘・立
会調査は本格的な発掘調査よりも情報量は少ない。
このような調査法による情報量の差は今後考慮すべ
き点である。

次に、より発掘調査の空間的な分布を経年的に
みるために、年代ごとに発掘調査地点を図5に示し
た。ここでは、社会との関わりをより可視化できるよ
うに、「調査法」が「発掘」のもの、つまり試掘調
査や立会調査のものを除き、かつ座標がジオコー
ディングで地番・番地まで一致したもののみを抽出
し反映した。前述の検証作業によって1999年以前
までは、データ数が網羅されている傾向にあるため、
1970年代、1980年代、1990年代の3つの時代ご
とに地図化し、発掘調査地点の分布密度  12）も算出
した（図6～ 8）。また、一部、平安京外の座標の
ものもみられるが、大きくはずれているものについ
ては、ここでは表示していない。そして、「平安京
跡データベース」から読み取れる発掘調査件数の
時系列推移も図9に示した。これは「平安京跡デー
タベース」から、発掘調査の情報のみを抽出し作成

した。なお、書誌数が十分に登録されていない2000

年以後に関しては、あくまで参考としてみなすこと
にする。
いずれの時代においても、千本通と丸太町通の
交差地点付近に発掘調査が比較的多く行われてい
る。これは、この地域がかつての平安宮であり、重
点的に発掘が行われていることによるものと考えら
れる。特に、朝堂院や豊楽院付近についての発掘
数は膨大なものである。また、西寺跡も発掘調査
数が多く、各年代で調査されている。この「平安宮
跡」や「西寺跡」は遺跡地図内でも重要遺跡として
扱われており、木造建築を含む総ての土木工事に
ついて届け出が必要とされている（京都市埋蔵文
化財調査センター 2003）。この法的手続きがあるこ
とによって、結果的にこれらの地点において発掘調
査数が増えていると推測できる。年代ごとに発掘調
査地点にはやや偏りがあるが、発掘調査は高度経
済成長期ごろから、開発に伴う緊急発掘が増加し、
社会の動きや都市開発に大きく影響を受けるように
なった。それが発掘調査地点の空間的分布にも影
響を与えている。
例えば、1970年代には、1981年に開業する京

都市営地下鉄烏丸線に伴う事前調査が多く行われ
ている。発掘調査の分布も現在の京都市営地下鉄
烏丸線路線上に多くの発掘調査地が点在してい
る。また、発掘調査数の時系列推移においても、
1997年に発掘調査数が多いのは、JR山陰線高架
工事に伴う発掘調査があったためであり、1990年
代の分布密度が高いのは、平安宮だけでなく、一
部 JR山陰線部分を含んだ箇所となっている。その
他にも、京都駅ビル建設に先立つ発掘調査が1993

年から行われており、複数の調査区に分けて合計
4205 m2の範囲が調査された（京都市文化市民局
文化部埋蔵文化財調査センター 2002）。この京都
駅ビル付近も1990年代に分布密度が高くなってい
る。

図4　発掘調査形態の件数比率
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図5　発掘調査地点の分布（1970年～ 1990年代）

図6　1970年代の発掘調査地点分布
注：分布密度に関しては、カーネル密度推定法を用い、バンド幅は500 mとした。
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図8　1990年代の発掘調査地点分布
注：分布密度に関しては、カーネル密度推定法を用い、バンド幅は500 mとした。

図7　1980年代の発掘調査地点分布
注：分布密度に関しては、カーネル密度推定法を用い、バンド幅は500 mとした。
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4　「平安京跡データベース」のWebGIS配信

4.1　情報発信の基盤について

今後のデータベースを公開するにあたって、ESRI

社 ArcGIS Online の ArcGIS Hubを採 用した。
ArcGIS Online 13）とは、マップを作成、利用、管理
するポータル環境を提供するクラウドGISである。
その1つの機能であるArcGIS Hub 14）は、ArcGIS 

Onlineにアップロードしたデータを共有するための
オープンデータサイトを容易に構築することができる
ものであり、またPremiumライセンスでは市民や
NPO、学術機関などが参加・共同することで共通
課題の解決を図ることができる双方向型プラット
フォームとして活用することも可能となっている。
この情報発信基盤を用いることによって、利用者
が検索した遺跡データをGeoJSONやKML、CSV

など多様な地理空間情報のファイル形式でダウン
ロードできるようになり、ArcMapやQGIS、Google 

Earthなど利用者自身の環境でデータを扱うことが
可能になる。また、対象データのページから直接
ArcGIS Onlineのマップ作成画面へ移ることも可能
であり、ArcGIS Onlineの有償アカウントを有してい
れば高度な分析をオンライン上で行うことも可能であ
る。細かい環境設定は検討を要するが、現在図10

のような形でArcGIS Hubを用いて、「平安京跡デー
タベース」を公開するプラットフォームを作成してい
る。

図9　 「平安京跡データベース」から見る平安京跡における発掘調
査件数の推移

注：「平安京跡データベース」に登録されている情報から導かれたも
のであり、実際の発掘件数とは異なる。ここでは1970年代以後
を表示している。書誌数が不足している2000年以後について
は、参考としてみなす。

4.2　今後の活用について

まず、発掘調査地点の位置情報の精度向上が求
められる。現状は一般的なジオコーディングによって
求めた座標を用いているが、実際の発掘調査地点
とはずれが生じている。一部のものについては、前
述の長宗氏が作成中の調査平面図のKMLファイ
ルデータと比較し統合することで、位置のずれを集
成することが可能であろう。その他のデータについ
ては、発掘調査報告書の位置情報を用いるなどの
検討が必要である。
そして、今回の検証作業によって、集成がやや
停滞ぎみになっていた2000年以後について書誌が
登録されていないものがどの程度あるのかを把握

b）　データ詳細とダウンロードページ

図10　 「平安京跡データベース」公開用のArcGIS Hubを用いたプ
ラットフォーム（β版）
a）がトップページであり、検索バーと地図を表示している。こ
の地図内に条坊と発掘調査地点のポイントが表示される予定
である。b）が各発掘調査地点の詳細情報で、ここに発掘に
関する情報が記される予定であり、このページから複数の形
式でポリゴンデータやポイントデータがダウンロード可能であ
る。

a）トップページ
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できたため、この不足する情報を追加していく必要
がある。1999年以前については、今回の独自に作
成した書誌一覧と一致しなかったものを追加するこ
ととした。
また、（公財）京都市埋蔵文化財研究所は、発
掘調査報告書だけでなく、リーフレットや講座資料、
現地説明会などの資料をPDFとして公開してい
る 15）。また、刊行物の資料だけでなく、出土品や遺
構などの画像データベースも公開している16）。これ
らの情報へのリンクもそれぞれ対応する調査地点の
データに付与することで、調査地点の位置情報か
ら、様 な々資料を横断的に閲覧することが可能とな
り、より深い理解を促すことができる。また、平安京
オーバーレイマップでは、発掘調査地点に関しては、
発掘調査報告書のリンクしかなかった。しかし、発
掘調査報告書は専門家以外の人に理解しやすいよ
うに作成されておらず、一般の方が必要な情報を探
し出すには困難を要するが、現地説明会資料・講
座資料などは一般の方にも比較的理解しやすい内
容で作成されているため、それらに画像の情報な
どを提示することで、発掘調査に関する理解をより
深めることができるであろう。
さらに、今後は、（財）京都市埋蔵文化財研究所
だけでなく、（財）京都府埋蔵文化財調査研究セン
ターなどが刊行物として公開している平安京跡に関
する様 な々情報を統括する基盤を目標とし、今後さ
らにデータを精査する計画である。そして、情報公
開に向けてデータを収集・精査する中でこれらの
データベースを生かした活用方法も提案し、平安京
跡が社会の中でどのように捉えられているのかを明
らかにしていくことを目指す。

おわりに

本研究では、（公財）京都市埋蔵文化財研究所
にて整備された「平安京跡データベース」を紹介し、
独自にその内容の検証を行った。そして、この検証
過程と現在登録されているデータをその位置情報
に基づいて地図化することによって、このデータベー
スの課題と可能性について部分的であるが、指摘

し考察した。
また、課題として「平安京跡データベース」は、

1999年以前については、膨大な量の発掘調査を網
羅しているが、2000年以後については集成を行っ
ていた永田氏の退職もあり登録作業が行えていな
い書誌が多く、今後情報を追加していく必要がある
ことが挙げられる。それを踏まえて、1990年代まで
の発掘調査を、位置情報をもとに時空間上に可視
化すると、社会活動や大規模な都市開発との関わ
りを指摘することができた。発掘調査の集成を考古
学の観点だけでなく、社会の中での発掘という別の
視点から読み取ることは、遺跡の持つ文化財的側
面、つまり保存活動や社会への活用などを考察す
ることができる。このように、平安京跡について1つ
の観点からでなく、複数の視点から考察するプラッ
トフォームとしてこの「平安京跡データベース」を公
開することを目指したい。また、この「平安京跡デー
タベース」が整備され、公開されると、平安京跡の
発掘調査履歴をほぼ網羅できるようになる。これに
よって、今まであまり注目・参照されてこなかった調
査にも焦点が当たることを期待する。そのためには、
より多くの情報の収集と精査が今後も継続的に必要
である。

〔謝辞〕
最後になりましたが、「平安京跡データベース」や京都市
内の発掘調査事情などについてご教授いただきました京
都アスニー・長宗繁一氏に感謝申し上げます。

〔注釈〕
1） 前方後円墳データベース

https://kofun.nara-hgis.jp/

2） 各自治体により仕様は様々であるが、例えば東京都
教育委員会による「東京都遺跡地図情報インターネッ
ト」（https://tokyo-iseki.metro.tokyo.lg.jp/）などがあ
る。

3） 平安京オーバーレイマップ
https://www.arc.ritsumei.ac.jp/archive01/theater/html/

heian/

4） 京都府・市町村共同統合型地理情報システム（GIS）
https: / /g-kyoto.gis .pref .kyoto. lg . jp/g-kyoto/

PositionSelect?mid=671

80

ART RESEARCH  vol.21
Issues and verification for the utilization of “Heian-kyo Site Database”



5） 文化遺産オンライン
https://bunka.nii.ac.jp/

6） 文化庁 国指定文化財等データベース
https://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index

7） 全国遺跡報告総覧
https://sitereports.nabunken.go.jp/ja

8） （公財）京都市埋蔵文化財研究所 「各種資料情
報」
https://www.kyoto-arc.or.jp/blog/siryo_info_res.html

（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 「資料・
刊行物データ」
http://www.kyotofu-maibun.or.jp/data/Publications.

html

9) （公財）古代学協会ウェブサイト内で当機関がどのよ
うな経緯をたどっているかを確認することができる。
https://www.kodaigaku.org/index.html

10) 今回は、ESRI社のArcMap10.5.1を用いた。
11) 発掘調査に関する情報は、以下に詳しく記されてい
る。
京都市文化市民局文化財保護課「周知の埋蔵文化
財包蔵地内における取扱い要綱（京都市域内）」
https://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/cmsfiles/

contents/0000060/60710/youkou.pdf

12) これらの図では、発掘調査地点というポイントデータの
分布からカーネル密度推定を用いて分布密度を算出
している。カーネル密度推定は、それぞれの点を中
心とする小さな「山」（カーネルと呼ばれる）を配置
し、それらの積み重ねとして点分布全体を可視化す
る方法であり、点分布を濃淡図で表すことができる（貞
広 2015）。分布密度を図に反映しており、色の濃い
箇所に発掘調査地点が多く分布しているということを
示す指標となっている。カーネル密度推定の際には各
標本（今回は発掘調査地点）が影響を及ぼす範囲を
指定するバンド幅の数値設定が必要であるが、ここ
では500 mとした。

13） ESRI ArcGIS Online

https://www.esrij.com/products/arcgis-online/

14） ESRI ArcGIS Hub

https://hub.arcgis.com/

15） 前掲8）を参照。
16） （公財）京都市埋蔵文化財研究所 京都市の埋蔵文
化財 画像データベース
https://www.kyoto-arc.or.jp/imageDB/cTrieve.cgi
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